
広報

Public Relations YAMATO TOWN
～星と森、そして水の生まれる里～

山都町

山都町合併１０周年 ……………………… 2～7
山都町消防団出初式 ……………………… 8～9
ご当地ナンバー ……………………………… 12
まちの話題 ……………………………… 20～21
すくすく育て ………………………………… 25

今月の主な話題

広報

4
No.121

月号
平成27年３月25日

山

十 周 年

都
町



　

２
月
11
日
に
三
町
村
が
合
併
し「
山

都
町
」
が
誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
熊
本

県
内
で
も
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
多

く
の
自
治
体
が
合
併
を
し
た
年
で
し

た
。
町
内
で
は
図
書
館
の
毎
年
恒
例

行
事
と
な
っ
た
「
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
」

や
、
古
く
か
ら
残
る
歴
史
あ
る
道
を

歩
く
、「
日
向
往
還
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
、
町
花
を

カ
タ
ク
リ
、
町
木
を
も
み
じ
、
町

鳥
を
オ
オ
ル
リ
に
、
ま
た
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
「
風
か
お
る
、
文
楽
と

石
橋
の
郷　

山
都
町
〜
星
と
森
、
そ

し
て
水
の
生
ま
れ
る
里
〜
」
と
制
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
都
町
誕
生
記

念
事
業
と
し
て
「
検
証
阿
蘇
家
入
領

八
百
年
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡
線
の
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
旧
校
区
を
単
位
と
し
た
28

地
区
の
自
治
振
興
区
制
度
が
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は

記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
あ
り
、
町
内

各
地
で
災
害
が
発
生
し
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

町
の
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た

「
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚
田
景

観
」
が
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
「
重

要
文
化
的
景
観
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
旧
白
糸
第
三
小
学
校
跡
に
通
信

制
高
校
で
あ
る
一
ツ
葉
高
校
が
開
校

し
た
ほ
か
、
馬
見
原
の
旧
宿
場
町
が

「
く
ま
も
と
景
観
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

平
成
十
九
年

二
〇
〇
七
年

平
成
二
十
年

二
〇
〇
八
年

平
成
十
七
年

二
〇
〇
五
年

平
成
十
八
年

二
〇
〇
六
年
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山
都
町
の
10
年
間
を
振
り
返
る

　

今
年
、
山
都
町
は
合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
17
年
２
月
11
日
に
旧
矢
部
町
、
旧
清
和
村
、
旧
蘇
陽

町
の
三
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
山
都
町
。
総
面
積
は

約
５
４
５
㎢
と
い
う
、
県
内
で
も
広
大
な
面
積
を
誇
り
ま

す
。
ま
わ
り
は
阿
蘇
南
外
輪
山
と
九
州
脊
梁
山
地
に
囲
ま

れ
、
森
林
が
町
内
の
大
半
を
し
め
、
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

ま
た
古
く
か
ら
の
歴
史
あ
る
文
化
財
や
、
神
楽
、
文
楽
を

は
じ
め
と
し
た
伝
統
文
化
が
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
10
年
間
に
町
内
で

あ
っ
た
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。



　

２
月
24
日
に
執
行
さ
れ
た
山
都
町

長
選
挙
に
て
工
藤
秀
一
町
長
が
当
選

し
、
新
体
制
が
始
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
町
の
顔
で
も
あ
る
新
庁
舎
の

建
設
が
着
工
し
ま
し
た
。
町
立
病
院

で
あ
る
蘇
陽
病
院
が
旧
馬
見
原
中
学

校
跡
に
移
転
新
築
し
、「
包
括
医
療
セ

ン
タ
ー
そ
よ
う
病
院
」
と
し
て
始
動

し
ま
し
た
。

　

町
内
で
取
れ
た
食
材
を
使
用
し
た
、

コ
ロ
ッ
ケ
を
主
体
と
し
た
「
山
都
こ

ろ
っ
け
街
道
」
が
11
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
町
内
各
地
の
店
舗
で
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
井
無
田
の
へ

き
地
保
育
所
が
３
月
22
日
を
も
っ
て

閉
所
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
山
都
町
は
合
併
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
に
と
っ

て
こ
の
10
年
間
は
ど
ん
な
年
で
し
た

か
？
そ
の
時
は
小
さ
な
一
つ
の
一
歩

で
す
が
、
思
い
返
せ
ば
大
き
な
進
歩

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
10

年
、
20
年
と
続
い
て
い
く
中
で
、
ど

の
よ
う
な
歩
み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
山
の
都
に
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
や
研
究
を
一
緒
に
な
っ

て
行
う
た
め
、
熊
本
県
立
大
学
と
包
括

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

年
は
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、
甚
大
な
被
害
が
起
こ
っ
た
こ
と

か
ら
、
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
に
加

盟
す
る
８
市
町
村
間
（
山
都
町
は
「
九

州
の
へ
そ
」）
で
「
災
害
時
相
互
応
援
の

覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
読

書
を
さ
ら
に
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
、

町
立
図
書
館
で
移
動
図
書
館
「
わ
く
わ

く
号
」
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
（
国
際
か
ん
が
い
排
水

委
員
会
）
に
よ
り
、「
通
潤
用
水
」
が

「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
の
一
つ

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
24

日
、
平
成
25
年
か
ら
続
い
て
い
た
新

庁
舎
の
建
設
完
了
し
、
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

白
糸
台
地
の
全
域
（
４
６
８
ha
）

が
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
蘇
陽
地
区
の
白
石
地
区

に
伝
わ
る
白
石
神
楽
が
、
第
５
回
白

石
お
天
と
う
さ
ん
祭
り
に
て
夜
渡
神

楽
33
座
を
完
全
復
活
。
古
く
か
ら
伝

わ
る
伝
統
文
化
が
今
に
蘇
り
ま
し
た
。

　

長
年
続
い
た
大
野
小
、
菅
尾
小
、
馬
見

原
小
が
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な

り
、
三
校
区
を
ま
と
め
た
蘇
陽
南
小
学
校

が
新
た
に
開
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

に
二
校
あ
る
県
立
高
等
学
校
、
蘇
陽
高
校

が
閉
校
し
、
島
木
の
へ
き
地
保
育
所
も
閉

所
。
熊
本
バ
ス
浜
町
営
業
所
閉
鎖
に
伴
い
、

山
都
ふ
れ
あ
い
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
第
18
回
全
国
棚
田
（
千

枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
in
山
都
町
」
が
開
催
さ

れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年

二
〇
一
五
年

平
成
二
十
五
年

二
〇
一
三
年

平
成
二
十
六
年

二
〇
一
四
年

平
成
二
十
三
年

二
〇
一
一
年

平
成
二
十
四
年

二
〇
一
二
年

平
成
二
十
一
年

二
〇
〇
九
年

平
成
二
十
二
年

二
〇
一
〇
年
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本
年
２
月
で
合
併
10
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
町
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

本
町
を
支
え
て
い
た
だ
く
方
々
の
ご

理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
で
も
数
少
な
い
、
郡
域
を
超

え
て
の
合
併
で
し
た
。
し
か
し
、
ま
っ

た
く
異
文
化
の
町
村
が
合
併
し
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
る
べ
く
し
て

合
併
し
た
旧
三
町
村
の
関
係
を
述
べ

て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

山
都
町
域
は
、
阿
蘇
南
外
輪
山
一

帯
を
占
め
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。
阿

蘇
山
は
27
万
年
前
か
ら
9
万
年
前
ま

で
の
4
回
の
巨
大
カ
ル
デ
ラ
噴
火
を

経
て
現
在
の
姿
が
で
き
あ
が
っ
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
火
砕
流
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
地
質
的
特
徴
は
旧
三
町
村

と
も
同
一
で
す
。
矢
部
・
清
和
・
蘇

陽
地
区
に
点
在
す
る
滝
、
渓
谷
な
ど

は
、
す
べ
て
こ
の
地
域
に
特
徴
的
な

溶
結
凝
灰
岩
で
形
づ
く
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
名
勝
と
し
て
す
ば
ら
し
い

風
景
を
な
し
て
い
ま
す
。
こ
の
溶
結

凝
灰
岩
は
加
工
し
や
す
く
、
比
較
的

に
硬
く
頑
丈
で
も
あ
る
た
め
、
石
造

ア
ー
チ
橋
、
石
垣
な
ど
広
く
山
都
町

一
帯
の
暮
ら
し
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
溶
結
凝
灰
岩
は
保
水

力
に
優
れ
、
し
っ
か
り
と
蓄
え
ら
れ

た
水
は
、
や
が
て
な
だ
ら
か
な
丘
状

地
に
清
ら
か
な
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
と
し
て
湧
き
出
し
ま
す
。
中
世

以
前
の
治
水
が
ま
ま
な
ら
な
い
平
野

部
に
比
べ
、
こ
の
町
の
湿
地
は
原
始

的
な
水
田
を
開
発
す
る
の
に
容
易
な

た
め
、
古
く
か
ら
人
の
生
産
活
動
と

共
に
集
落
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

加
え
て
こ
の
町
の
特
徴
と
し
て
、
古

代
遺
跡
の
発
掘
の
結
果
か
ら
、
北
九

州
、
南
九
州
、
四
国
な
ど
の
色
々
な

様
式
の
土
器
が
集
ま
る
場
所
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

東
九
州
と
西
九
州
の
往
来
の
中
間
地

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
東
西
の
結
節
点
と
し
て
の
役

割
は
、
矢
部
・
清
和
・
蘇
陽
地
区
ま

で
一
体
と
な
る
こ
と
で
初
め
て
機
能

し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
中
世
の
阿

蘇
氏
が
現
在
の
矢
部
高
校
の
地
に
本

拠
地
を
構
え
た
理
由
と
も
重
な
り
ま

す
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
豊
か
な
土

地
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
矢
部
・

清
和
・
蘇
陽
地
区
全
体
を
一
つ
に
し

て
治
め
る
こ
と
で
、
九
州
の
ど
真
ん

中
に
お
い
て
五
ヶ
瀬
・
椎
葉
方
面
、

大
分
方
面
、
阿
蘇
南
郷
谷
方
面
、
御

船
方
面
、甲
佐
方
面
、美
里
方
面
な
ど
、

東
西
南
北
の
物
流
の
主
導
権
を
握
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

阿
蘇
氏
が
本
町
に
拠
点
を
移
し
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
家
臣
団
が
こ
の

町
に
移
り
住
み
、
そ
れ
を
支
え
る
農

地
な
ど
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
発

展
し
、
九
州
中
央
部
に
お
け
る
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
町
内
各
地
に
城
跡
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
は
阿
蘇
氏

の
本
城
を
守
る
支
城
で
あ
り
、
地
名

も
そ
の
こ
と
に
由
来
す
る
集
落
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
以
降
、
日
向
往
還
が
整

備
さ
れ
、
東
西
の
結
節
点
と
し
て
の

役
割
が
顕
在
化
し
、
日
向
往
還
沿
線

の
町
場
と
し
て
「
馬
見
原
」「
浜
町
」

の
二
つ
の
町
が
形
成
さ
れ
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
山
都
町
は
、
地
勢
の

成
り
立
ち
の
と
こ
ろ
で
共
通
す
る
豊

か
な
自
然
環
境
、
互
い
に
関
連
・
連

携
し
て
き
た
す
ば
ら
し
い
歴
史
や
文

化
が
あ
り
、
そ
こ
に
い
き
づ
く
精
神

風
土
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
こ
の

町
は
一
つ
な
の
で
す
。

　

合
併
10
周
年
を
契
機
と
し
て
、

こ
の
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
、

さ
ら
に
一
体
と
な
り
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
、
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
町
に
住
む
人
々
が

誇
り
を
持
ち
、
希
望
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
町
の
光
を
示
し
、
将
来

の
夢
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
新
庁
舎
開
庁
も
十
周

年
と
同
時
期
に
な
り
、
職
員
と
も
ど

も
心
を
新
た
に
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
山
の
都
」
づ

く
り
の
未
来
へ
向
け
て
、
な
お
一
層

の
努
力
を
重
ね
る
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

（清和小学校）

石
いしはら

原　柚
ゆず き

希くん　川口
　今、頑張っていることは算数です。特
に図形の計算を頑張っています。なか
なか難しくてちょっと苦手なので、い
つかすらっと簡単に解けるように、頑
張っています。この町のおすすめスポッ
トは川口地区にある神社の近く。よく神
社の周りで友達と一緒に遊んでいます。
特に神社の近くにある洞窟がおススメ
の場所で、まだ一度も洞窟の中には入っ
たことがないけれど、いつか入ってみ
たいなって思っています。将来の夢は
コンビニの店員さんです。コンビニは
お客さんがいっぱい来るし、お客さん
と色んな会話ができるから。他にも機
械を触るのが好きだから機械の整備士
とかにもなりたいし、天文台でも働き
たいです。

（清和小学校）

梅
うめ だ

田　卓
たくみ

実くん　須原
　今、頑張っていることは、国語の勉強
です。いっぱい勉強して漢字も覚えた
いし、もっと字がうまく書けるように
なりたいからです。町のおすすめスポッ
トは、通潤橋が大好きです。前に社会科
見学で円形分水から通潤橋まで歩いて、
その時に通潤橋を見て好きになりまし
た。他にも清和文楽館の芝生広場とかも
よく遊びに行きます。広い広場なので友
達とよく一緒に遊びに行ったりしてと
てもおすすめです。将来は水泳選手に
なりたいです。小さい頃からスイミング
スクールに通っていて水泳が大好きだ
からです。もっと練習をして早く泳げ
るようになったら、いつかはオリンピッ
ク選手になって日本を代表する選手に
なりたい。そして金メダルが獲りたい
です。

（矢部小学校）

吉
よしなが

永　悠
ゆう と

人くん　下馬尾
　今、一番頑張っていることは３年生に
なってから始めた卓球です。同級生の
ライバルにはもちろん、誰にも負けな
いような強い選手になりたいです。学
校の授業では体育が大好きで、特にドッ
ジボールが大好きです。この町のおす
すめスポットは通潤橋。友達とよく一
緒に遊びに行って、橋の上まで登った
りして遊んでます。他にも中央公民館
裏にある公園。遊具がいっぱいあるし、
友達と一緒に遊んだりしています。将来
の夢は、今頑張っている卓球選手。これ
からもずっと続けていきたいし、大人に
なったらオリンピック選手として出場
したいです。どんな強い選手と対戦して
も絶対に負けない強い選手になりたい
し、いつかは金メダルを獲れればと思っ
ています。

（蘇陽小学校）

穴
あなみ

見　春
はると

登くん　大見口
　今、学校生活で頑張っていることは
サッカーです。これまでサッカーをし
ていて、ゴールが決まったときは凄く
嬉しかったです。だから、もっとシュー
トの練習をして、たくさんゴールが決ま
るように頑張りたいです。この町のお
すすめスポットはやっぱり「そよ風パー
ク」です。野菜やブルーベリー、他に
もいろんなものが売ってあるからです。
それに、僕たちも 10月に野菜の販売を
しました。その時は凄く緊張したけれ
ど、売れた時はとても嬉しかったです。
将来の夢は、お父さんと家の牛の世話を
することです。お父さんはいつも朝早く
から夜遅くまで牛の世話をしています。
自分も何度か手伝ってお父さんと一緒
に頑張って楽しかったので、大人になっ
たら一緒に牛の世話を頑張りたいです。

（蘇陽小学校）

工
くど う

藤　那
なつき

月ちゃん　大見口
　今、頑張っていることは部活の音楽部
の練習です。楽器の担当はアルトアコー
ディオンです。楽器の演奏が大好きで、
今は６年生の心に残る卒業式になるよ
うに、入場・退場曲の練習を頑張ってい
ます。町のおすすめスポットは「蘇陽峡」
です。展望所からの景色が凄くいいし、
谷の下にはきれいな川が流れているか
らです。それと、夏の学年行事で行った
「歌瀬キャンプ場」もおススメです。手
作りプールで遊んでとても楽しかった
です。将来の夢は美容師になることで
す。それは、いとこのお母さんが美容
師をしていて、私もいろんな髪型にアレ
ンジするのが大好きだからです。将来、
夢が叶ったら、最初に家族のみんなの
髪を切ってあげたいです。

（潤徳小学校）

坂
さか た

田　葵
あおい

ちゃん　下名連石
　小学校生活で頑張っていることは、漢
字の勉強です。漢字をたくさん覚えた
いです。その他にも、学校の部活でやっ
ているバスケットボールも頑張ってい
ます。ゴールできたとき凄く嬉しいから
シュートしたら確実にゴールが決まる
ようにいつも頑張って練習しています。
この町のおすすめスポットは下名連石
にある丸山ハイランドです。昼は山の
上からの眺めが凄くいいし、前に爺ちゃ
んに夜連れて行ってもらって、その時見
た星空が凄く綺麗だったからです。将
来の夢は保育士。自分のいとこに赤ちゃ
んがいて、世話をしていたら、家族の
みんなに「面倒見がよくて、上手だね。」
と褒められたことがあり、その時に将来
は絶対保育士になりたいと思いました。
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特別ゲストにインタビュー特別ゲストにインタビュー
　今回、10周年を記念して６人の子どもたちにお話を伺いました。６人は平成１７年　今回、10周年を記念して６人の子どもたちにお話を伺いました。６人は平成１７年
２月生まれ。山都町が生まれた月に生まれた子ども達です。２月生まれ。山都町が生まれた月に生まれた子ども達です。
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空き家を貸したい方、売りたい方いませんか？
　山都町では過疎化を抑制し増加する空き家の解消を図るため、本町に移住・定住を希望する方に空き
家の情報を提供しています。
　山都町内で空き家となった一般住宅で、賃貸、売買可能な物件がありましたらお知らせください。
　いただいた情報については、移住定住を希望されている方に提供します。
　なお、町として売買及び賃貸などの仲介は行わず、情報を提供するのみとなります。契約などについ
ては当事者間で行っていただきます。
＜空き家情報の提供事項＞
１ 物件の所在地
２ 物件の所有者　住所・氏名・電話番号
３ 物件の管理者　住所・氏名・電話番号
４ その他　　　　物件の詳細については、情報提供後お尋ねします。

山都町空き家改修・活用事業補助金のお知らせ
　山都町では、増加する空き家の解消を図り、町内へ移住・定住を推進するため、空き家を他の方へ賃貸、
売買する際の改修費用等の一部を補助する制度を創設しています。
＜対象物件＞
　山都町内に存在する空き家で、賃貸又は売買可能な家屋として町に登録している物件
＜対象者＞
１）所有する空き家の賃貸借契約が成立している者で、住宅として改修工事等を行おうとする者
２）空き家を所有するための売買契約が成立した者で、自己の住宅として取得し、改修工事等を行お
うとする者
※ただし、三親等以内の者への空き家の賃貸又は譲渡、貸家業の範囲として契約したと認められ
るとき、町税並びに保険料など公共の使用料等を滞納されている方等は対象外となります。

＜補助対象の改修＞
１）空き家の主要構造部及び構造上重要な部分並びに水廻りの改修
（襖替え、畳替えなど軽微な改修は対象外となります。）

２）空き家に残存する家財等の処分
＜補助する額＞
改修（補助対象）に関する費用（50 万円を上限とします。）

（問い合わせ先）　山の都創造課　山の都づくり推進室　（７２－１１５８）

機能別消防団員を募集します。
　山都町消防団は、消防団員の減少と、団員のサラリーマン化がすすんでおり、特に平日昼間の火
災において団員の参集が難しくなっています。
　そこで、山都町消防団機能別消防団員を募集します。機能別消防団員とは、特定の職務を行う団
員のことで、山都町消防団では、居住する分団の管轄内の火事・災害のみに限定して活動していた
だくことにしています。平常時の行事などの消防団行事に参加する必要はありません。
　ご協力いただける方は、お近くの消防団員、または問い合わせ先へお電話ください。
【役　割】　居住地の分団が管轄する地域での昼間の火災・災害などの発生時に出動する。
【身　分】　基本団員と同じ（非常勤の特別職地方公務員）
【要　件】　①町内に居住する 65 歳未満の方で、消防団員・消防職員経験者の方
　　　　　②分団が機能別消防団員として推薦する方
【処　遇】　火災や災害で出動した際の出動手当てを支給します。
　　　　　公務災害も基本団員と同様に補償されます。
　　　　　ただし、団員報酬及び退職金はありません。
問い合わせ先　山都町役場総務課防災係　　消防団担当　（７２－１１１１）

里山林を守るための活動を支援します
～森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業の概要について～

　林野庁では、地域住民が森林所有者や民間団体などと一緒に活動組織を作って、里山林の保全管理や
資源を利用するための活動を「森林・山村多面的機能発揮対策交付金」により支援しています。
　事業は３年間継続されますが、事業終了後は自己管理により森林の維持に努めなければなりません。
◎事業手続きの流れ
１）なにを行うか・・・活動は概ね３つのタイプに分けられます。
【地域環境保全タイプ】
①里山林保全活動（助成単価：16 万円 /ha）
雑草木の刈払い、作業道の整備、風倒木除去、鳥獣害防止柵等の設置、見回り、傷害保険など
②侵入竹除去、竹林整備活動（助成単価：38 万円 /ha）
竹・雑草木の伐採・搬出・処理、傷害保険など

【森林資源利用タイプ】（助成単価：16 万円 /ha）
　雑草木の刈払い、作業道の整備、しいたけ原木等の伐採・搬出、見回り、傷害保険など
【森林空間利用タイプ】（助成単価：5万円 /回※ 1年度あたり 12 回まで）
　森林環境教育・技術指導、森林ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、安全講習会、移動バス借上げ、傷害保険など
※交付金は人件費、燃料代、傷害保険、賃借料、現場実務・事務用品、通信運搬費、書籍、委託料、
印刷費などに使うことができます。

【タイプごとの取り組みに対する支援】
①活動計画作成費（助成単価：15 万円※初年度のみ）
現地調査、活動計画策定会議、計画策定、研修の人件費・食糧費・通信運搬費・事務用品など
②資機材購入・設置支援（助成単価：購入額の 1/2 以内）
刈払機、チェンソー、丸鋸、ウインチ、チッパー、わな、苗木、電気柵、薪割機、薪ストーブ、
あずまやなど
※交付金は、500 万円を上限として交付されます。

２）だれと行うか・・・本交付金は１人での支援は受けられません。
○構成員が３人以上いる（森林所有者、地域住民、自治会、NPO法人、森林組合、林業者等）

３）どこで行うか・・・0.1ha（1,000m2）以上の「山林」が対象となります。
○森林経営計画（森林施業計画）を策定していない森林（森林空間利用タイプを除く）
○森林所有者と協定を結んだ土地（山林）

４）活動組織の設立・・・事業の採択を受けるには次の準備が必要になります。
○活動組織規約、活動計画書、採択申請書、活動する面積が分かる計画図の作成
○森林所有者との協定の締結（協定書作成）

以上のことが決まれば、申請準備が整ったことになります。
山都町では平成 26 年度から６組織が事業に取り組んでおり、竹林整備などを実施しております。
平成 26 年度モデル地区（抜粋）

島木竹林・里山保全の会 仮屋活動組織 東竹原森林活動組織
整備された竹林 竹林伐採前後 竹林伐採状況

平成 27 年度は、国の予算の都合により新規採択の数に限りがある可能性があります。
最新の情報や事業の詳細については、担当課までお尋ねください。

山都町役場農林振興課林政係（７２－１１３６）
清和総合支所産業振興課　　 （８２－２１１１）
蘇陽総合支所産業振興課　　 （８３－１１１１）

1111 10



　ご当地ナンバープレートのデザインについては、矢部高校
生から募集を行いました。矢部高校生にとって、身近な乗り
物である原動機付自転車。そんな原動機付自転車のご当地ナ
ンバープレートデザインを通じ、高校生に郷土への愛着を深
めていただくことを目的とするとともに、高校の活性化、若い
世代への租税教育の一環としたものです。
　デザインは121点もの応募があり、作品のひとつひとつに、
生徒一人一人が感じている山都町の魅力や想いなどが込めら
れていました。
　今回、最優秀賞（ご当地ナンバープレート採用作品）に輝
いた甲斐駆さんは作品へのこだわりについて「山都町の矢部、
清和、蘇陽それぞれの代表的なものをアピールしたいと思い
デザインをしました。ご当地ナンバープレートを通じて活気溢
れる山都町になったらと思います。」と語っていました。

　記号は山都町の頭文字　『や』で始まります！
　“あなたのバイクが走る広告塔に !!” 山都町では、合併10周年を記念し、矢部高校生がデザインしたご当
地ナンバープレートを交付します。山都町が誇る通潤橋、清和文楽、ブルーベリーを用いたデザインです。
　【交付開始】４月１日（水）午前８時３０分～
　【交付場所】山都町役場税務住民課（本庁１階窓口）及び各総合支所総務住民課
　【対象車種】原動機付自転車第一種（50cc 以下）白色
　【交付について】
　　・新規登録については、従来のナンバーと選択ができます。
　　　新規登録には、印鑑、販売証明書（譲渡証明書）などが必要です。
　　・希望者には、現在使用中のナンバーからの交換を行います。（無料）
　　　交換には、印鑑、現在使用中のナンバーをお持ちください。
　　・標識番号の指定は受け付けません。
　　・枚数が無くなり次第、交付を終了する予定です。
　【お問い合わせ】山都町役場税務住民課　（72-1128）

写真中央　最優秀賞（ご当地ナンバープレート採用作品）
　　　　　甲斐駆さん（２年普通科）
写真左　　優秀賞　田上三奈さん（２年普通科）
写真右　　優秀賞　小松里奈さん（１年食農科学科）

ご当地ナンバープレートのデザインは矢部高校生から募集しました！ご当地ナンバープレートのデザインは矢部高校生から募集しました！

見本

「米粉の名人」料理グランプリ2014　第２回全国米粉料理コンテスト
九州地区グランプリ＆全国準グランプリ受賞！

　米粉料理のアイディアを競う「米粉の名人料理グランプリ」（主催＝NPO法人国内産米粉促進ネット
ワーク）の九州大会が２月７日に熊本市にて、全国大会が３月８日に東京にて行われました。
　九州大会では、九州地区８県から 99 点の応募があり、書類審査を通過した 18 点の中から、赤星静香
さん（南田）の「米＊米グラノーラ」が九州大会でグランプリに選ばれました。また、各地区大会でグ
ランプリ（１点）、準グランプリ（２点）に選ばれたものは全国大会に進出。赤星さんのグラノーラは、
全国大会にて準グランプリに選ばれました。

　「米＊米グラノーラ」は山都町特産の焼き米と米粉を使用し、サクサクとした食感に仕上げています。
また他にもドライフルーツが入っており、様々な食感が楽しめる一品となっています。
　同作品は食物アレルギー対応の観点からだけでなく、地域の伝統料理を新たにアレンジした形で受け
継ぎ、地元で生産された食材を使用している一品として高く評価され、今回の受賞につながりました。

熊本県社会福祉功労者及び団体等知事表彰
　平成 26 年度熊本県社会福祉功労者及び団体等知事表彰者があり、町内で２人の方が表彰を受けられ
ました。

　工藤一利さん（井無田）は、社会福祉功労の表
彰を受けられました。工藤さんは、県、町の身体
障がい者の相談を長く続けておられる実績が認め
られての表彰となりました。

　梶原公希さん（小峰）は、ボランティア個人で
表彰を受けられました。梶原さんは、地域の皆さ
んのお世話を幅広くされている実績が認められて
の表彰となりました。

「米＊米グラノーラ」

梶原　公希さん

赤星　静香さん

工藤　一利さん
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

そ
の
63

（
前
号
の
続
き
）
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ず
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程
の
時
間
で
か
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り
の
数
の
生

き
も
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か
っ
た
。

雨
が
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り
出
さ

な
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ち
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思
い
、
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も
の
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始
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ま
ず
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の
は
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絶
滅
危
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仲
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。
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や
シ
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。

「
こ
の
田
ん
ぼ
に
は
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ガ
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も
い
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だ
よ
。」
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話
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と
、「
さ
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き
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ん
ぼ
の
水
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タ
ガ

メ
を
見
つ
け
ま
し
た
よ
。」「
え
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え
て
い
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た
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僕
た
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ん
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見
ま
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と
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た
。

と
て
も
貴
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。
子
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も
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察
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し
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っ
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。
今
年
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の
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ん
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確
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る
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今
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で
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も
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り
だ
。

【
魚
の
仲
間
】
ド
ン
コ
、ド
ジ
ョ
ウ
、タ
カ
ハ
ヤ
。

【
昆
虫
の
仲
間
】
コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
シ

マ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
コ
シ
マ
ゲ
ン
ゴ
ロ
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。
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く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

○巡回連絡は、制服警察官が各家庭や
　事業所を訪問し、振り込め詐欺の予
　防や交通事故防止等の指導連絡等を
　行います。
○ご家族の構成や非常時の連絡先等を
　お聞きしますが、災害等の非常時に
　活用されます。
○巡回連絡の際、警察に対しての要望、
　相談等もお気軽にお話ください。

　昨年９月 2 1 日～ 1 2 月 3 1 日までの 102 日間、町内
の方々が３名１組となり、計 173 チーム（5 1 9人）が「無
事故・無違反」にチャレンジされ、今回は 162 チーム
が無事故・無違反を達成されました。
　達成チームの中から抽選で当選したチームには、山都
町商工会発行の商品券が送られました。
　管内では、漫然運転による正面衝突事故が多発してい
ます。
　今後も安全運転をお願いします。

　新しい保険証を３月末までに各家庭に郵送でお届けします。４月１日以降に受診される
ときは新しい保険証を使用してください。
　新しい保険証の色は、一般被保険者は、みどり色、退職被保険者は、水色です。高齢者
受給者（7 0 歳以上）の方には、高齢の文字と自己負担割合が記載してあります。保険証は
台紙に貼り付けてありますので、はがしてお使い下さい。

　なお、山都町に住民登録のない学生の方が、国民健康保険法第 116 条（修学中の被保険者の特例）の
適用を受けられるときは、在学証明書と印鑑を持参のうえ、健康福祉課で手続きをしてください。
　臓器移植法の改正（平成 2 2 年７月）により、保険証の裏面に臓器提供に関する意思表示欄を設けて
います。記入方法は同封の「記入のしかた」をご覧下さい。
記入された方は、保険証に同封されている個人情報保護シールを貼り付けてご使用下さい。なお、臓器
提供の意思表示は任意ですので、必ずしも記入する必要はありません。
※保険証はなくさないように注意しましょう。他の健康保険に加入した場合など、異動があったときは
　お早めに健康福祉課で手続きをしてください。

　後期高齢者医療保険証および減額認定証の有効期限は 2 7 年７月 31日までとなっていま
す。新しい保険証と減額認定証は、７月中旬に郵送いたします。

○１月号に引き続き、障がい福祉サービスについてご説明します。今月号ではサービスを利用した時の
　費用について説明します。

　サービスを利用したら、能力負担に応じた利用者負担を支払います。ただし、障がい福祉サービスに
かかる月ごとの利用者負担は、世帯の所得に応じて、上限額が決められています。また、上限額より費
用の１割相当が低い場合には、１割を負担します。

　施設でサービスを利用する場合の食
費や光熱費などは全額自己負担ですが、
所得の低い人は負担が軽減されます。
　また、グループホームを利用する人で、
所得の低い人は一定額が助成されます。

１月号から４月号にかけて障がい福祉サービスについてご案内しました。
１月号「障がい福祉サービスのしくみと利用方法について」
２月号「サービスの内容（訪問系サービス）」
３月号「サービスの内容（施設サービス）」
４月号「サービスを使用した時の費用」
ご不明な点がありましたら下記連絡先までご連絡ください。犯罪・交通事故発生状況（山都町）

事件・事故 平成27年２月末 
刑法犯 7件（14件） 

人身交通事故 10件（  4 件）
（ ）内は平成26年同時期の発生状況

～巡回連絡～～巡回連絡～

サービスを利用した時の費用

♦障がい者の利用者負担

♦障がい児の利用者負担

施設でサービスを
利用した場合

国保国保

後期後期

（２月26日（木）抽選会の様子）

第14回山都地区安全運転管理者等協議会主催
『無事故・無違反チャレンジ102』結果

　新しい保険証を郵送します。　新しい保険証を郵送します。

障がい者福祉だより障がい者福祉だより

山都町国民健康保険の山都町国民健康保険の
加入者の皆さんへ加入者の皆さんへ

●役場本庁　　　健康福祉課（７２－１２２９）
●清和総合支所　健康福祉課（８２－２１１１）
●蘇陽総合支所　健康福祉課（８３－１１１１）

●役場本庁　　　健康福祉課（７２－１２２９）
●清和総合支所　健康福祉課（８２－２１１１）
●蘇陽総合支所　健康福祉課（８３－１１１１）

問い合
わせ先

問い合
わせ先

区 分 世帯の収入状況 負担上限額（月額）
生活保護 生活保護受給世帯の人 ０円
低 所 得 市町村民税非課税世帯の人 ０円

一 般 １ 市町村民税課税世帯の人（所得割 16万円未満） ９，３００円入所施設利用者（20歳以上）、グループホーム利用者を除く
一 般 ２ 上記以外 ３７，２００円

●入所施設利用者（20歳以上）、グループホーム利用者は、市町村民課税世帯の場合、「一般２」になります。

区 分 世帯の収入状況 負担上限額（月額）
生活保護 生活保護受給世帯の人 ０円
低 所 得 市町村民税非課税世帯の人 ０円

一 般 １ 市町村民税課税世帯の人
（所得割 28万円未満）

通所施設、ホームヘルプ利用の場合 ４，６００円
入所施設利用の場合 ９，３００円

一 般 ２ 上記以外 ３７，２００円
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山都町図書館だより 声の灯り
ー91号ー

　2月15日（日曜日）図書館ホールにて、内山節（う
ちやま　たかし）氏を講師にお迎えして「未来の
ために今をどう生きるか」と題して図書館講演会
を開催しました。たくさんの方に参加頂きありがと
うございました。講演会
参加者の方に講演会に参
加した感想をお寄せ頂き
ましたので、掲載させて
いただきます。

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

※巡回場所が増えましたので、日程・時間など変更されている場所があります。
お手数ですが、ご確認を宜しくお願い致します。

★平成27年4月のわくわく号運行予定★

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
4月8日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　
　　　　　    馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
4月9日(木)   ブルーベリーの家（午前10時30分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     そよ風の里ほたる（午後2時15分～）　はあとふる（午後3時～）
4月10日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     大迫公民館（午後2時15分～）   菅尾公民館（午後2時45分～）
　　　　　     まこと薬局駐車場（午後3時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間

4月22日(水)  金内公民館（午前9時45分～）

　　　　　　　こころ（午前10時30分～）

　　　　　　　島木のお店（午前11時～）

　　　　　　　矢部中学校（午後1時15分～）

　　　　　　　白小野（午後2時～）

　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）

　　　　　　　大地（午後3時～）

4月23日（木）  稲生野（午前9時45分～）

　　　　　　　山風華（午前10時20分～）

　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）

　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）

　　　　　　　菅（午後2時30分～）

4月24日(金)  風ノ木（午前10時～）

　　　　　　　浜美荘（午前10時35分～）

　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）

　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）

　　　　　　　光露館（午後1時40分～）

　　　　　　　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
4月14日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）　市野原（午後2時～）
4月15日（水） 山都消防署（午前10時～）　原尻公民館（午前10時30分～） 
　　　　　     井無田診療所横（午前11時～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     緑川簡易郵便局（午後2時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時～）

図書館情報
 －読書とは未来の自分に種をまくことです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

「内山節講演会の感想」

　哲学者の内山節さんを招いて、山都町立図書館講演会が開催されました。おりし

も、1月に農文協から「内山節著作集」が出版され、私も早速「子どもたちの時間」と

言う巻を読み始めていたので、「なんというタイミング！直接著者のお話を聞けると

は」と、ワクワクして講演会に臨みました。内山氏は、立教大学の大学院で教授をさ

れていますが、45年に渡り群馬県上野村を拠点に田舎の暮らしを体験されています。

　内山さんは都市部の暮らしと上野村の暮らしを比較しながら、何が豊かな暮らしで

あるのかを示してくださいました。例えば、都市部で亡くなる人の10％が葬式を上げ

てもらえない、また遺体の引き取り手がない・・など、田舎ではおおよそ考えられな

いことが起きています。それは人間関係、特に親子関係の希薄さや断絶の表れである

でしょう。上野村にはＩターン人口が２割を占めるそうですが、それは村が高齢化の

最先端を行っていることを自覚し、高齢者対策や子育て政策を集中して整備している

ことの結果です。同じく都市部でも高齢化は進みますが、土地も人口も満杯な事情で

は、高齢者へ配慮した住宅の建設や施設の建設は難しくなるでしょう。

　このような事を考えると、この山都町にはまだまだ余裕があると思いました。アメ

リカ的資本社会を目指さなくても、都市部の暮らしを真似なくても、ここには豊かな

自然を財産にできる生活があるはずです。大人が自信を持って仕事をすることが、子

どもを育てるための大事な要素であることを、上野村の子どもや、フランスの田舎に

育つ子どもの姿に、学ぶことができます。内山さんのお話を聞きながら、子ども達が

この町に誇りを持てる町づくりを、人間らしい暮らしを目指していく事に夢を持つこ

とができました。

　1月21日から1月31日まで、山都町立図書館全館にて蔵
書点検作業を行いました。現在約92,000冊の蔵書があり、
期間中貸出以外の資料（書籍・CD・DVDなど）の保存状
態をチェックしました。長期にわたり休館となり、皆様には
大変ご不便をおかけ致しました。年に一度行うこの作業は、
大量の資料を管理し、スムーズに利用者の皆さんへ提供す
るために必要な作業となります。今後も速やかに作業を行
えるよう、スタッフ一同努力して参りますので、ご協力とご
理解をよろしくお願い致します。

蔵書点検を実施しました

1717 16



　２年前に父から経営移
譲を受け、経営者となり
ました。現在は、ミニト
マト、米、茶、しいたけ
を両親と共に栽培してい
ます。
　将来は、主要作物のミ
ニトマトの植え付け面積
を増やし、安定した経営

を目指したいと思います。

　家族経営で、米（種子）、
原木しいたけ、トマト（りん
か）を作っています。ＴＰＰ
など農業情勢が振り回される
状況や、天候、地球温暖化等
気象条件にも影響され、先行
き不安な現状ですが、これか
らも信念を持って作物を栽培
していくつもりです。山都町

で農業をしてよかった、と思える未来がくるといい
なと思っています。

中矢 悠介 さん
（馬見原・32歳 就農５年）

頑張る“わきゃもん”頑張る“わきゃもん”
～～山都町の明日を担う農業者山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました～にお話を聞きました～

農業委員会だより

☆中嶋義光委員より一言
　家族経営協定を締結され、計画的に農業に
取り組んでおられる責任感のある将来有望な
青年です。頑張ってください。

☆中矢保徳委員より一言
　地域の大切な農業後継者の一人です。家
族経営で仲良く頑張っておられます。若手
のリーダーとして今後とも期待しています。

佐藤 友治 さん
（大平・29歳 就農８年）
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
♪
〜

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
も
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
春
の
訪
れ
と
と
も
に
素
敵
な
出
会

い
を
探
し
ま
せ
ん
か
？
今
年
度
も
町
内
の

独
身
の
方
（
男
性
・
女
性
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

☆
恋
木
（
こ
い
の
き
）
神
社
へ

　
　
　
　

行
っ
て
き
ま
し
た
♪
☆

　

2
月
交
流
会
は
、福
岡
県
筑
後
市
の
「
恋

木
神
社
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
神
社

は
、
日
本
に
一
つ
し
か
な
い
恋
愛
の
神
様

を
祀
っ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な

で
恋
愛
成
就
祈
願
に
。
参
加
者
は
男
性
８

名
女
性
７
名
で
し
た
。
小
雨
の
中
で
し
た

が
、
神
社
内
は
梅
の
開
花
が
進
み
良
い
雰

囲
気
の
な
か
の
散
策
で
し
た
。
恋
愛
祈
願

を
象
徴
す
る
〝
鳥
居
〞
と
〝
お
み
く
じ
〞

な
ど
、
運
気
が
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
で
し
た
。

散
策
後
は
、
近
く
の
お
店
で
ラ
ン
チ
を
と

り
、
そ
の
あ
と
は
熊
本
市
植
木
町
に
移
動

し
、
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
あ

ま
り
県
内
外
に
出
ま
わ
ら
な
い
と
い
う
貴

重
な
品
種
「
紅
あ
や
ね
」。
そ
の
い
ち
ご

の
大
き
さ
と
紅
さ
に
驚
き
な
が
ら
、
終
始

笑
顔
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
利
益

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
・
♪

・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）
　※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部の方、又は同程度の方です。
　※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつでも撤回
　　することができます。ただし、過去にさかのぼって撤回することはできません。
　※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

・保険料は被保険者一人ひとりが
　納めます。
・保険料率は、２年ごとに見直され、
　熊本県内で均一となります。

＋=

所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

被用者保険加入者に扶養されていた方も、特
別措置として、平成 27年度も保険料の均等
割額が９割軽減されます（所得割額はかかり
ません）。
　対象となる方…資格を得た日の前日まで、        
　　　　　　　　被用者保険加入者に扶養
　　　　　　　　されていた方

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）により納
めることになります。
　特別徴収の方　　平成 27 年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
　普通徴収の方　　平成 27 年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。
　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間18万円未満の方を除く）で、平成 26年４月２日以降に 75
歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成 27年度途中から特別徴収となりますのでご注意ください。

　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出により、保険料を
口座振替での納付へ変更することができます。

◆保険料の均等割額の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲 
　渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については 15 万円を控除した額で判定します。

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）
　の軽減
　被保険者の総所得金額等が

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

所得が低い方の軽減

「基礎控除額（33 万円）」を超えない
世帯で、被保険者全員の年金収入の控
除額をそれぞれ 80 万円として計算し
たうえで所得が０円となる場合

「基礎控除（3 3 万
円）」＋ 5 8 万円を
超えない方

保険料の均等割額を
９割軽減

保険料の均等割額を
５割軽減

保険料の均等割額を
８.５割軽減
保険料の均等割額を
５割軽減
保険料の均等割額を
２割軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「26 万円×世
帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大）

「基礎控除額（33万円）」＋「47 万円×世
帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大）

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
後期高齢者医療制度の対象となる方後期高齢者医療制度の対象となる方

平成26・27年度の保険料率平成26・27年度の保険料率

平成27年度は保険料軽減対象者が拡大します。平成27年度は保険料軽減対象者が拡大します。

平成27年度　後期高齢者医療保険料の納め方について平成27年度　後期高齢者医療保険料の納め方について

～特別徴収から口座振替への変更について～～特別徴収から口座振替への変更について～

※年額57万円が上限です

保険料額保険料額
（年額）（年額） （被保険者１人当たり）

均等割額均等割額

47,900円47,900円

総所得金額等－ 33万円
　　　　　　　（基礎控除）

所得割率

×

所得割額所得割額

9.26％9.26％

75 歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月
平成 26 年 ４月２日～平成 26 年 10 月１日の間 普通徴収はありません 平成 27 年 ４月から
平成 26 年 10 月２日～平成 26 年 12 月１日の間 普通徴収はありません 平成 27 年 ６月から
平成 26 年 12 月２日～平成 27 年 ２月１日の間 平成 27 年７月 平成 27 年 ８月から
平成 27 年 ２月２日～平成 27 年３月 31 日の間 平成 27 年７・８・９月 平成 27 年 10 月から

＊但し、平成 26 年 4 月 2 日～ 10 月 1 日の間に 75 歳の誕生日を迎えられた方の特別徴収の開始月は、市町村によって平
　成 27年 4月より前に開始される場合があります。
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３
月
12
日
、
蘇
陽
峡
の
長
崎
鼻
展
望

所
で
蘇
陽
中
学
校
の
２
年
生
生
徒
に
よ

る
立
志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
自
覚
を
生
徒
に

深
め
て
も
ら
う
た
め
５
年
前
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
蘇
陽
中
学

校
を
出
発
し
た
生
徒
は
、
約
５
キ
ロ
の

距
離
を
歩
き
展
望
所
へ
向
か
い
ま
し

た
。
展
望
所
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
思
い
を
大
声
で
叫
び
ま
し

た
。
作
文
の
授
業
な
ど
を
使
っ
て
将
来

の
夢
や
目
標
を
考
え
臨
ん
だ
当
日
は
、

将
来
の
夢
の
ほ
か
に
も
「
親
孝
行
を
す

る
ぞ
。」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
志
を

蘇
陽
峡
に
向
か
っ
て
叫
び
、
聞
い
て
い

る
生
徒
た
ち
か
ら
は
歓
声
と
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。

九
州
の
へ
そ
で
思
い
を
叫
ぶ

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
資

機
材
の
整
備
を
行
い
ま
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
滝
上
１
区
自
主
防

災
組
織
と
木
原
谷
地
区
自
主
防
災
班
に

投
光
器
や
発
電
機
な
ど
の
防
災
用
資
機

材
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源

と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
滝

上
１
区
自
主
防
災
組
織
と
木
原
谷
地
区

自
主
防
災
班
の
、
今
後
の
益
々
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

山
都
町
身
体
障
害
者

　
　
　

福
祉
協
会
慰
問

　

2
月
16
日
、
山
都
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
方
々
が
浜
美
荘
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
協
会
の
み
な
さ
ん
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
歌
謡

祭
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
各
種

の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

南
京
玉
す
だ
れ
や
健
康
ダ
ン
ス
、
美

し
い
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
様
々
な
演

目
を
披
露
さ
れ
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
も

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
は
去
年
に
引
き
続
き
2
回
目
と
な

り
、
今
後
も
交
流
が
続
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
岩
壁
で

　
　
　

山
岳
救
助
訓
練

　

２
月
３
日
、
仏
原
に
あ
る
岩
壁
で
上

益
城
消
防
組
合
本
部
に
よ
る
山
岳
救
助

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
益
城
消
防
本
部
で
は
来
春
の
山
岳

救
助
隊
の
設
置
を
見
越
し
て
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
訓
練
は
15
人
の
消
防
隊

員
が
２
日
に
分
け
て
実
施
。
山
岳
地
帯

の
登
山
や
、
岩
壁
の
降
下
を
行
い
、
山

岳
で
の
事
故
に
備
え
た
搬
送
な
ど
を
訓

練
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
登
山
ブ
ー
ム
な
ど
で
登
山
者

も
多
く
、
そ
れ
に
よ
る
山
岳
遭
難
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
の
事
。
消
防
隊
員

は
、
「
万
一
の
時
に
は
救
助
に
全
力
を

注
ぐ
が
、
登
山
の
際
は
登
山
者
も
十
分

に
準
備
な
ど
を
し
て
行
っ
て
ほ
し

い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
は
大
人
だ
け
の

　
　
　
　

問
題
で
は
な
い

蘇
陽
南
小

　
　

読
み
聞
か
せ
の
会

　

２
月
10
日
、
蘇
陽
中
学
校
で
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
寸
劇
と

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学

３
年
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
寸
劇
は
、

男
女
の
交
際
の
中
で
身
近
に
起
こ
る
身

体
的
や
精
神
的
な
暴
力
を
劇
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
通
し
て
委
員
の
方
が
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
も
の
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
大
人
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

交
際
の
中
に
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
今
回
中
学
生
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
劇
で
は
身
近
な
日
常
会

話
で
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
話
し
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

フ
ッ
素
う
が
い

 

２
月
19
日
、
潤
徳
小
学
校
で
フ
ッ
化

物
洗
口
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

実
施
し
た
の
は
１
・
２
年
生
の
子
ど
も

達
15
名
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
先
生
や

保
健
師
か
ら
う
が
い
の
説
明
を
聞
き
、

約
１
分
間
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ク

ブ
ク
う
が
い
を
上
手
に
し
て
い
ま
し

た
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
フ
ッ
素
が
歯

に
浸
透
し
、
歯
の
質
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
日
頃
の
歯
み
が
き
と
フ
ッ

化
物
洗
口
を
行
う
こ
と
で
、
む
し
歯
の

予
防
に
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
で
は
こ
の
３
月
に

は
、
潤
徳
小
学
校
の
他
に
、
清
和
小
学

校
、
蘇
陽
小
学
校
の
１
・
２
年
生
で
も

始
ま
り
ま
し

た
。フ
ッ
化
物

洗
口
は
現

在
、熊
本
県

内
の
小
・
中

学
校
へ
の
導

入
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

蘇
陽
南
小
の
読
み
聞
か
せ
の
会「
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
ズ
」は
、現
在
13
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
保
護
者
の

他
、保
護
者
Ｏ
Ｂ
、児
童
の
姉
な
ど
様
々

で
、第
1
第
3
水
曜
日
の
朝
自
習
の
時
間

に
ク
ラ
ス
毎
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。6
年
生
が
も
う
す
ぐ
卒
業
と
い

う
こ
と
で
、3
月
5
日
の
業
間
の
時
間

に
、ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
全
児
童

に
披
露
し
ま
し
た
。お
話
の
タ
イ
ト
ル
は

「
ど
ろ
ぼ
う
の
息
子
」。シ
ナ
リ
オ
は
蘇
陽

中
3
年
生
の
久
枝
凜
花
さ
ん
が
作
っ
た

も
の
で
す
。ピ
ア
ノ
伴
奏
に
の
せ
て
、歌
あ

り
踊
り
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
ジ
ョ
ー

ク
あ
り
の
楽
し
い

劇
で
、子
ど
も
に

も
大
人
に
も（
当

日
は
大
野
老
人
会

も
来
校
）
大
盛
況

で
し
た
。3
月
13

日
に
は
、
翌
日
卒

業
式
を
控
え
た
蘇

陽
中
3
年
生
に
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
披
露
、

中
学
生
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

子ども達の笑顔を見て、またやる気になったブルーベリーズです。

木原谷地区自主防災班

滝上１区自主防災組織
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く
ま
も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推

進

事

業

募

集

　

県
で
は
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
等
の
地
域

活
動
が
県
内
各
地
で
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
活
動
の
立
ち
上
げ
支
援
を
目
的
と
し

た
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

▽
１
次
申
請

　

４
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫

　

※
６
月
末
ま
で
に
開
始
す
る
取
組
み

▽
２
次
申
請

　

４
月
15
日
㈬
〜
30
日
㈭

　

※
７
月
以
降
に
開
始
す
る
取
組
み

▼
補
助
対
象

①
美
し
い
景
観
の
保
全
、
創
造

景
観
の
保
全
、
農
地
・
草
原
の
保
全
、
そ

の
他
農
山
漁
村
に
お
け
る
景
観
の
保
全
、

創
造
に
資
す
る
活
動

②
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
創
造

観
光
・
福
祉
・
環
境
・
教
育
分
野
と
の
連

携
、
歴
史
・
文
化
分
野
と
の
連
携
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
支
援
、
そ
の
他
農
林
水
産
以
外

の
分
野
と
連
携
し
た
活
動

③
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
内
発
的
産
業
の

創
造

特
産
品
開
発
、
６
次
産
業
化
、
都
市
農
村

交
流
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
そ

の
他
農
山
漁
村
に
お
け
る
内
発
的
産
業
の

創
造
に
資
す
る
活
動

▼
事
業
実
施
者

任
意
の
活
動
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
種

団
体
等

お
し
ら
せ
版

▼
補
助
額

　

１
テ
ー
マ
に
つ
き
50
万
円
ま
で

　

※
複
数
テ
ー
マ
選
択
可
、
１
団
体
当
た
り

上
限
１
０
０
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

　
清
和
総
合
支
所
産
業
振
興
課
（
82

－

２
１
１
１
）

　
蘇
陽
総
合
支
所
産
業
振
興
課
（
83

－

１
１
１
１
）

年

金

相

談

　

４
月
の
年
金
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

　

４
月
10
日
㈮

▼
場
所　

　

矢
部
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

文
化
美
術
展
の
開
催

　

町
老
連
矢
部
支
部
で
は
、
４
月
１
日
よ
り

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
老

人
会
の
会
員
に
よ
る
文
化
美
術
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
展
示
品
は
書
道
・
絵
画
・
手
芸
・

写
真
・
押
し
花
・
ち
ぎ
り
絵
・
古
文
書
・
短
歌
・

陶
器
・
ひ
ょ
う
た
ん
・
生
花
な
ど
で
す
。
丹

精
こ
め
ら
れ
た
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

出
展
者
の
喜
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※
月
曜
日
〜
金
曜
日

▼
出
展
者

▽
書
道

　

八
田
豊
久
、
大
和
教
子

▽
写
真

　

赤
星
喜
十
郎
、
松
本
伊
津
美
、

　

田
中
か
つ
美

▽
絵
画

　

天
崎
信
恵

▽
生
花

　

国
武
陽
子

▽
手
芸

　

坂
本
ミ
キ
ヨ
、
堀
信
子
、
木
村
ア
ヤ
子
、

　

藤
山
エ
ツ
子
、
渡
辺
セ
ツ
子

▽
古
文
書

　

石
田
美
智
子

▽
絵

　

甲
斐
保
明

▽
短
歌

　

西
田
豊

▽
ひ
ょ
う
た
ん

　

稲
葉
繁
男

▽
押
し
花

　

志
垣
国
子
、
福
田
ス
ミ
子
、
中
島
百
合
子

▽
ち
ぎ
り
絵

　

澤
村
エ
キ
子

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
変
更

　

４
月
１
日
診
療
分
よ
り
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
町
内
医
療
機

関
に
お
い
て
、
全
保
険
で
の
現
物
給
付
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
現
物
給
付
方
式
と
は
保
険

診
療
の
対
象
と
な
る
治
療
を
お
金
を
支
払
う

こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
町
外

の
対
象
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
受
診
を
す
る

際
は
次
の
も
の
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
（
高
校
卒
業
相
当
）

▼
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

者
証

※
提
示
し
な
い
場
合
は
、
現
物
給
付
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
対
象
保
険

　

全
保
険

▼
町
外
で
の
対
象
医
療
機
関

大
久
保
耳
鼻
科
、
さ
か
た
耳
鼻
科
、
の
ぐ

ち
皮
膚
科
、
御
船
薬
局
、
か
し
ま
調
剤
薬

局
▼
窓
口
支
払
の
場
合

次
の
場
合
、
医
療
機
関
等
で
の
窓
口
払
い

が
必
要
で
す
。

・
前
述
以
外
の
町
外
の
医
療
機
関
等
に
か

か
っ
た
場
合

・
保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
が
１
医
療
機
関

等
で
１
ヶ
月
２
１
，
０
０
０
円
を
超
え
た

場
合

・
医
療
機
関
窓
口
で
、
保
険
証
と
受
給
者
証

の
提
示
が
な
い
場
合

※
窓
口
払
い
の
場
合
は
、
受
診
日
の
翌
月
か

ら
６
ヶ
月
以
内
に
「
医
療
費
助
成
申
請

書
」
に
領
収
書
を
添
え
て
健
康
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い

▼
注
意
事
項

３
月
に
新
し
い
受
給
資
格
者
証
（
浅
黄
色
）

を
送
付
い
た
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
中

学
生
以
下
の
受
給
資
格
者
証（
緑
色
・
黄
色
）

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

「
出
産
祝
い
金
」
制
度

　

出
生
児
の
父
ま
た
は
母
に
対
し
、
出
産
祝

い
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
誕
生

を
祝
し
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、

町
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

出
生
児
の
父
ま
た
は
母
に
な
っ
た
者
で
、

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

①
本
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
子
を
出
産
し
及
び
養
育
又
は
監
護
す
る
こ
と

③
世
帯
の
世
帯
員
に
町
税
そ
の
他
の
町
が
徴

収
す
る
料
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

相

談

窓

口

▼
特
例

①
の
要
件
の
み
に
該
当
し
な
い
方
に
つ
い
て
、

出
産
の
日
以
後
引
き
続
き
本
町
に
住
所
を

有
し
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
と

き
は
、
誕
生
祝
い
金
と
し
て
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▼
金
額

出
生
児
第
１
子
に
３
万
円
、
第
２
子
に

５
万
円
、
第
３
子
に
10
万
円
、
第
４
子
以

降
に
20
万
円

▼
手
続
予
定

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
か
ら

適
用

※
可
と
決
定
し
た
と
き
、
申
請
者
名
義
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

　
清
和
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
（
82

－

２
１
１
１
）

　
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
（
83

－

１
１
１
１
）

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施

術

券

の

交

付

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
度
分
の
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
を
発
行

し
ま
す
。
施
術
券
が
必
要
な
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
発
行
は
１
世
帯
に
つ
き
前
期
５
枚
、

後
期
５
枚
、
計
10
枚
ま
で
と
し
、
本
年
度
予

定
の
予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
発
行
枚
数

▽
前
期
分

　

１
世
帯
あ
た
り
、
施
術
１
回
に
つ
き

　

１
，
０
０
０
円
分
を
５
枚

※
町
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
発
行
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
後
期
分
の
発
行
は
10
月
か
ら
で
す
。

▼
発
行
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

　
清
和
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
（
82

－

２
１
１
１
）

　
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
（
83

－

１
１
１
１
）

「
広
報
や
ま
と
」
発
行
日
の

変

更

に

つ

い

て

　

こ
れ
ま
で
、
月
２
回
あ
る
区
長
配
送
日
の

２
回
目
に
発
行
し
て
い
た「
広
報
や
ま
と
」を
、

新
年
度
か
ら
１
回
目
発
行
に
変
更
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
４
月
は
お
知
ら
せ
版
を
２
回

発
行
し
、
次
号
（
５
月
号
）
は
５
月
13
日
に

発
行
と
な
り
ま
す
。

▼
今
後
の
発
行
日
（
予
定
）

▽
平
成
27
年

　

５
月
13
日
、
６
月
10
日
、
７
月
８
日
、

　

８
月
12
日
、
９
月
９
日
、
10
月
14
日
、

　

11
月
11
日
、
12
月
９
日
、

▽
平
成
28
年

　

１
月
13
日
、
２
月
10
日
、
３
月
９
日
、

　

４
月
13
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
（
72

－
１
２
１
４
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
納
税
者

の
方
が
縦
覧
帳
簿
（
土
地
価
格
・
家
屋
価
格

な
ど
）
を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
（
評
価
額
）
と
比
較
し
て
、
自
己
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の
み
、

家
屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
み
、

両
方
を
所
有
し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
で
き
る
情
報
は
、
次

の
通
り
で
、
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
土
地

　

所
在･

地
番･

地
目･

地
積･

価
格

▼
家
屋

　

所
在･

種
類･

構
造･

床
面
積･

価
格

▼
対
象
者　

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
管
理
人

▼
必
要
書
類

納
税
者
・
納
税
管
理
人
本
人
と
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）、
本
人
以
外
の

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

お

知

ら

せ

▼
次
の
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
山
都
町
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
方

　

・
資
産
を
所
有
し
て
い
て
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

・
縦
覧
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧

す
る
場
合

▼
場
所

　

税
務
住
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

▼
期
間

　

４
月
１
日
〜
６
月
30
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
期
間
中
の
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

う
ち
、
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
地
人
、
借
家
人
の
方
も
該
当
資
産
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理

人
、
借
地
人
、
借
家
人
、
賦
課
期
日
以
降

に
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
理
人
等

（
以
上
の
方
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）

▼
必
要
書
類

対
象
者
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
等
）、
借
地
人
、
借
家
人
は
賃
貸
借

契
約
書
、
賦
課
期
日
以
降
に
資
産
を
取
得

し
た
人
は
登
記
済
証
ま
た
は
契
約
書
、
財

産
管
理
人
は
そ
れ
を
証
す
る
書
類
等

▼
場
所

　

税
務
住
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）

山
都
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

　
　

時
刻
を
変
更
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
山
都
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
路
線
に
つ
い
て
運
行
時
刻
、
路
線
の

一
部
な
ど
変
更
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
変
更
内
容

○
運
行
時
刻

○
路
線
の
一
部
を
見
直
し

葛
原
線
、瀬
峰
線
、御
所
線
、福
良
線
、

郷
野
原
線
、
日
名
田
線
、
柳
線

○
フ
リ
ー
降
車
区
間
を
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。

目
丸
線
、
小
柏
原
線
、
郷
野
原
線
、

木
原
谷
線
、
花
上
線
、
長
崎
線

▼
注
意
事
項

○
変
更
の
詳
し
い
内
容
は
、
バ
ス
車
内

で
配
布
す
る
新
し
い
時
刻
表
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た

は
バ
ス
乗
務
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
小
中
学
生
の
利
用
に
係
る
変
更
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課

　
　
（
72

－

１
２
１
４
）

募

集
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４歳児４歳児
歯科検診歯科検診

　平成27年４月より、３年ぶりに介護保険制度が改正されます。大きな変更点がいくつかありますので
主な点をご紹介します。

　介護保険認定の区分は要支援１・２、要介護１～５と７段階に分
かれています。今回の改正で要支援者への一部サービスが変更され
ることから、「要支援がなくなる！」と思われている方も多いようで
す。今回の改正で認定区分の変更はありません。

　要介護１～５の方へのサービス内容は改正前どおりです。要支援
１・２の方の「訪問介護（ホームヘルプサービス）」と「通所介護（デ
イサービス）」が変更となります。
　変更点は、①介護保険事業から町の地域支援事業になること、②
サービス内容が多様化することです。地域サロンや見守り体制、外
出支援、家事支援等に分かれます。必要なサービスについては地域
で整備していきます。

　サービスを利用したい方は、これまでと同様に介護保険の申請ま
たは更新の手続きをしていただきます。認定区分が決定したら、担
当の介護支援専門員（ケアマネジャー）が必要なサービスを検討し
ます。これからの３年間で要支援者へのサービス体制を移行してい
きます。

要支援１、２はなくなるの？

要支援者へのサービスの変更点は？

これからの利用方法は？

保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.42
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交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル  

入
選
作
品
（
学
校
名
は
当
時
）

じ
て
ん
し
ゃ
で　

ぼ
く
も
わ
た
し
も　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

藤
本
さ
く
ら
（
中
島
小
学
校
３
年
）

交
通
ル
ー
ル　

守
っ
て
つ
く
ろ
う　

明
る
い
社
会

岡
本
絵
里
香
（
矢
部
高
校
３
年
）

▼
清
和
短
歌
会

年
明
け
ど
夢
も
の
ぞ
み
も
わ
か
ぬ
ま
ま

　
　

過
古
の
思
い
に
日
め
く
る
余
生 

大
塚　

叢
司

赤
蕪
の
酢
漬
け
を
嚙
め
ば
思
い
出
す

　
　

恋
文
交
わ
し
頬
染
め
た
頃 

渡
邊　

民
生

海
を
越
え
山
な
み
か
ら
も
微
粒
弾

　
　

マ
ス
ク
頼
り
に
早
春
の
陣 

梶
原　

公
希

▼
馬
見
原
酔
山
会

切
り
株
に
争
ふ
ご
と
く
新
芽
か
な 

高
田　

眞
司

阿
蘇
を
来
て
九
重
の
雪
の
深
さ
か
な 

大
西
久
美
子

霜
踏
み
て
新
聞
配
る
六
十
路
か
な 

兼
瀬　

哲
治

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

初
場
所
に
白
鵬
記
録
を
う
ち
た
て
る 

岩
村
ヨ
シ
子

初
日
の
出
心
清
め
て
遥
拝
す 

本
田　

七
郎

あ
り
し
日
の
縄
綯
ふ
父
を
し
の
び
け
り 

原
田　

和
子

地
図
に
載
る
熊
延
鉄
道
甲
佐
ま
で

　
　

幻
の
路
線
目
の
当
た
り
に
す 

本
田
健
二
郎

冬
至
日
の
黄
色
に
浮
か
ぶ
柚
湯
す
が
し

　
　

八
十
路
な
る
吾
至
上
の
楽
し
み 

田
代　

エ
ミ

雨
降
れ
ば
誰
も
彼
も
と
部
屋
に
来
る

　
　

居
心
地
よ
き
か
我
家
の
暖
房 

小
野　

紀
子

山都町の人口
〔平成27年２月28日現在〕
男 7,953人 （－８）
女 8,538人 （－25）
計 16,491人 （－33）
世帯 6,663戸 （－６）

※（　）は前月比
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※平成27年２月の出生者数
　６人
※平成27年２月の死亡者数
　23人

４月の当番医
４月  5 日　坂本クリニック（電話72-0210）
４月 15日　伴 病 院（電話72-0029）
４月 19日　野 田 医 院（電話72-0307）
４月 26日　矢部広域病院（電話72-1121）

和
光
教
室
書
道
部
の
田
中
邦
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

と
き
、「
科
学
的
に
は
何
の
根
拠

も
な
い
、
お
か
し
い
」
と
感
じ
て

も
、「
周
り
の
人
は
ど
う
思
う
だ
ろ

う
か
」
と
い
っ
た
世
間
体
に
と
ら

わ
れ
た
り
、
そ
う
し
た
考
え
を
他

人
に
押
し
つ
け
た
り
す
る
傾
向
が

あ
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た

と
え
ば
迷
信
と
言
わ
れ
る
六
曜
に

基
づ
い
て
、「
仏
滅
の
日
に
結
婚
式

を
あ
げ
る
の
は
縁
起
が
悪
い
」
と

言
う
人
が
ま
す
。
な
ぜ
縁
起
が
悪

い
の
か
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

で
も
、
周
り
も
み
ん
な
そ
う
し
て

い
る
か
ら
世
間
を
無
視
す
る
訳
に

も
い
か
な
い
・
・
・
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。

世
間
体
に
と
ら
わ
れ
な
い
た
め

に
は
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
他
人

に
よ
り
か
か
っ
た
も
の
の
見
方
を

せ
ず
に
、
き
ち
ん
と
し
た
根
拠
に

基
づ
い
て
、
自
分
自
身
で
考
え
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
六
曜
に
つ
い
て

　

六
曜
（
先
勝
、
友
引
、
先
負
、

仏
滅
、
大
安
、
赤
口
）
は
、
明

治
５
（
１
８
７
２
）
年
の
改
暦

の
詔
書
に
よ
っ
て
、
嘘
偽
り

で
拠
り
所
の
無
い
も
の
と
し
て

一
挙
に
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
い
つ
の
間
に
か
暦
な
ど
に

登
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
仕
組
み
は
、
現
在
の
七

曜
と
同
じ
よ
う
に
、
単
に
日
に

ち
を
区
分
す
る
た
め
の
記
号
で

あ
り
、
そ
の
順
番
は
単
純
に
旧

暦
の
月
日
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
日
の
吉

凶
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑶
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
人
権

を
尊
重
す
る
心
を
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う

家
庭
内
で
の
、
日
頃
の
何
気
な

い
家
族
の
対
話
が
、
子
ど
も
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
実
際
、
同
和
地
区
に

対
す
る
差
別
意
識
や
偏
見
は
、
子

ど
も
の
う
ち
に
、
親
な
ど
身
近
な

人
か
ら
聞
か
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
た

場
合
が
多
い
の
で
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
誤
っ
た
知
識

を
教
え
る
こ
と
な
く
、
相
手
を
尊

重
す
る
心
を
持
つ
よ
う
、
普
段
か

ら
心
が
け
、
言
葉
や
行
動
で
示
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
「
人
権
研
修
テ
キ
ス
ト

同
和
問
題
編
」
よ
り
抜
粋

最
後
に
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、「
誰
か

が
解
決
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
他

人
任
せ
な
考
え
で
は
な
く
、
自
分

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

本
誌
に
記
載
し
た
日
常
生
活
で

人
権
感
覚
を
磨
く
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た

行
動
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
も
ぜ
ひ

実
践
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
山
都

町
か
ら
差
別
を
な
く
し
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

人
権
と
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？

例
え
ば
、「
好
き
な
服
を
着
る
こ

と
」「
好
き
な
人
と
結
婚
す
る
こ
と
」

「
い
ろ
ん
な
宗
教
を
信
じ
る
こ
と
」

な
ど
と
い
っ
た
普
段
〝
あ
た
り
ま

え
〞
と
思
っ
て
い
る
生
活
行
動
や

思
想
も
人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
人
権
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
身
近
に
存
在
し
、
ま
た

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
日
常
生
活
で
人
権
感

覚
を
磨
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑴
思
い
込
み
や
偏
見
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

「
女
の
く
せ
に
料
理
も
で
き
な

い
の
か
」「
年
寄
り
の
く
せ
に
そ
ん

な
派
手
な
服
を
着
て
」「
子
ど
も
の

く
せ
に
生
意
気
な
こ
と
を
言
う
な
」

な
ど
と
、
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

こ
れ
ら
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、

つ
い
何
気
な
く
交
わ
し
が
ち
な
も

の
の
ひ
と
つ
で
す
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

こ
れ
ら
に
「
女
は
料
理
が
で
き
る

も
の
」「
年
寄
り
は
地
味
に
し
て
お

く
も
の
だ
」「
子
ど
も
は
素
直
に
言

う
こ
と
を
聞
く
も
の
だ
」
な
ど
と

い
っ
た
思
い
込
み
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
見
る

の
で
は
な
く
、
集
団
や
グ
ル
ー
プ

を
ひ
と
ま
と
め
に
考
え
、
固
定
的

に
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
し
ま
う
の

は
、
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
り
ま

す
。偏

見
は
、
科
学
的
な
根
拠
の
な

い
話
や
噂
な
ど
を
安
易
に
受
け
入

れ
た
り
、
物
事
を
一
面
的
に
し
か

と
ら
え
ず
に
、
よ
く
確
か
め
よ
う

と
し
な
か
っ
た
り
、
自
分
自
身
で

考
え
、
判
断
し
な
か
っ
た
り
す
る

態
度
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

思
い
込
み
や
偏
見
を
な
く
す
に

は
、
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い

て
、
物
事
を
正
し
く
と
ら
え
よ
う

と
す
る
意
欲
、
相
手
の
立
場
や
気

持
ち
を
わ
か
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、

物
事
を
表
面
的
に
と
ら
え
ず
に
深

く
掘
り
下
げ
る
考
え
方
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

⑵
迷
信
や
世
間
体
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
自
身
で
考
え
、
判
断
し
ま

し
ょ
う

物
事
を
決
め
た
り
、
判
断
す
る

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

122

日
常
生
活
で
人
権
感
覚
を
磨
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
で
人
権
感
覚
を
磨
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　広報担当になると色んなところから連絡があります。
取材依頼、情報提供、ご指導など。そんな中、先日
天草の方から一通の手紙が届きました。手紙の内容は、
「昭和 28 年（熊本市で大水害があった年）に熊本に用
事があり、高千穂から歩いて向かっていた。砥用付近
まで来た時に、浜町方面から来た親切なトラック運転
手が熊本まで送ってくれた。お礼をしたいので心当た
りがある方は連絡してほしい。」との内容でした。もし
心当たりがある方は、連絡をいただけたらと思います。
今年度も残すところあと数日。この前、平成 26 年度が
スタートしたような気がします。月日の経つ早さに気持
ちで負けないように、来年度も頑張っていこうと思いま
す。㋟

前号の訂正とお詫び
２月25日発行第 120 号の広報やまとにおいて誤りが
ありました。関係各位には大変なご迷惑をおかけしま
した。お詫びして訂正いたします。

○１ページ　本文
（誤）「仁瀬本神社神楽」、「白石神楽」、「高畑神楽」、「今
村神楽」の４団体
　　→「仁瀬本神社神楽」、「白石神楽」、「高畑神楽」
の３団体
○13 ページ　浜美荘もちつき
（誤）現在は十二志会はなくなってしまいましたが、
　　→（正）削除

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

　この10年間の入賞作品から
ピックアップし、山都町写真
コンテストをふり返ります。

～ ４月ギャラリーのご案内 ～

山都町写真コンテスト
－ 10年間をふり返って－

　平成27年４月１日（水）～
水曜日定休日

○お知らせ　◇ 第 20回差別をなくす山都地区集会について ◇
　本年で 20 回目を迎えます「５．２３差別をなくす山都地区集会」は
５月 23 日（土）に矢部中学校体育館において開催する予定です。
　どなたでも参加できますので、多くの町民の皆さまのご参加お待ち
しております。
　集会の詳細につきましては、来月号に掲載いたします。

昨年度の様子（矢響太鼓のオープニング）▶
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タイトル：早春の通潤橋
撮影場所：通潤橋
撮 影 者：尾上  利弘
コメント：この写真は通潤橋の裏側から撮ったものです。
　山都町には他の地区に比べ桜の景勝地が少ないと思い
ます。しかし通潤橋の裏側にある桜園はそれは見事に花
を咲かせます、どうか春には皆さんも一度は訪れてみて
ください。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

早春の通潤橋

4月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

　 　 　 1 2 3 4
　 　 　 ご当地ナン

バープレート交
付開始

　 男成神社祇園
祭

期日前投票開
始（～11日まで）

大矢野原演習
場天神牛馬祭

5 6 7 8 9 10 11
　坂本クリニック 　 　 お知らせ版

蘇陽地区移動
図書

蘇陽地区移動
図書

蘇陽地区移動
図書

　

12 13 14 15 16 17 18
　伴病院
　熊本県議会議
員一般選挙　投
票日

　 清和地区移動
図書

清和地区移動
図書

　 　 　

19 20 21 22 23 24 25
　野田医院 　 　 お知らせ版

矢部地区移動
図書

矢部地区移動
図書

矢部地区移動
図書

　

26 27 28 29 30
　矢部広域病院 軽自動車税口

座振替日
　 ゴミゼロの日

（一斉清掃活動）
軽自動車税納

期限
　 　

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


